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本論文は新らしい砥粒である立方晶窒化ほう素 CCubic Boron Ni tride. CBN)を用いて高能率・
高精度の形状研削を実用化する乙とを目的として， CBN砥石の高い研削性能を発揮させるための砥石
























ているが， CBN砥石では砥石表面初期状態によって，その性能が大きく変化するので， C BN砥石の
高い研削性能を発揮させるには，砥石表面準備技術の確立が最大の課題である。
本論文は， CBN砥石が高い研削性能を発揮するための砥石作業表面の状態を明らかにし，その表面
をつくるための方法を確立して 乙れをエンジンカム軸のプロフィル研削と 大径内歯車歯面のクリー
プフィード研削に適用したものである。すなわち，すぐれた砥石真円度と均一でコントロールされた砥
粒突出し量を得るために，ダイヤモンド砥石によるツノレーイング法，高圧空気に砥粒を混入して砥石表
面に噴射する噴射ドレッシング法を開発している。この砥石表面準備技術によれば，円筒研削の場合，
研削条件を適正に選択することにより，難削材iと限らず低・中炭素鋼などに対しても高能率・高精度の
研削が可能となり，また総形CBN砥石を用いるクリープフィード研削においても高能率・高精度の総
形研削が可能であることを明らかにしている。
以上のように本論文は， CBN砥石表面準備技術を確立し， CBN砥石による高精度・高能率の形状
研削を可能にしたものであって，工学上ならびに工業上貢献するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認めるu
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